
Fig. 1 Mg vapor deposition property on organic films 
(Black: Mg deposition) 

Mg 蒸着性を用いた有機膜表面ガラス転移点評価 
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〈序論〉フォトクロミック･ジアリールエテン(DAE)膜は、その異性化状態に応じて金属の堆積に

違いが生じる。この原因は、異性化によるガラス転移点(Tg)の変化に基づく事を報告してきた 1)。

一般にこの Tgは示差走査型熱量計で測定したバルク Tgという事になるが、金属の蒸着性は表面

の Tg が影響し、それはバルク Tg とは異なっていることが報告されている 2)。本研究ではこの金

属蒸着性を逆に用いて、表面 Tgを評価することを試みた。その結果、ほぼ同じバルク Tg を有す

る低分子アモルファス膜であっても、その分子構造によって Mg 蒸着性の差(=表面 Tg の差)を観

察することが出来たので、以下に報告する。 

〈実験〉バルク Tgが 0℃～150℃の間にある

DAE を含む 8 種類の低分子有機材料のアモ

ルファス膜(膜厚 50nm)を、真空蒸着によっ

てガラス基板上に作成した。それらのサンプ

ルに、Mgを基板温度を 30℃から 100℃まで

適宜変えて真空蒸着した (蒸着レート

0.5nm/s 、膜厚 30nm)。その結果 Fig. 1 にあ

るように、ほぼ同じ Tgを持つ 2 種類の有機

分子 DAE2 (Tg:102℃)と NPB (Tg:104℃)にお

いて、Mg蒸着性に差が見られた(Tsub=60℃)。

NPB には充分な Mg 蒸着が見られたが、DAE2 で

は Mg が薄く蒸着し、Mg微結晶の AFM 観察によ

り、DAE2 上の方が大きな結晶粒となっていること判明した

(Fig. 2)。大きな結晶粒の原因は、表面に到達した Mg 原子が表

面分子運動の影響によって、より活発に拡散運動したために生

じる。Fig. 3 にある様に DAE2 分子では、消色状態において 2

つのアリール基が自由に回転できる分子構造をもって

おり、NPB と比べ分子が比較的フレキシブルである。従って同じ Tgであ

っても、NPB より DAE の方が低い 

表面 Tg(=活発な表面分子運動)を有しているものと考えられる。 
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Fig. 2 AFM images of surface-Mg nanocrystals 

NPB DAE2 

Fig. 3 DAE molecule 
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